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凸凹なライフをおくる
私たちのニュースレター

今号のトピックス
・【協力】被災経験をもつ精神障害当事者・支
援者を対象としたインタビュー調査に協力し
ました

・アンケート協力お願いします
・8月27日（土）キリン福祉財団さま助成によ
り「発達障害×はたらく環境 理想共有ワー
クショップ」を行います

特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

HP：https://unevennpo.wixsite.com/decoboco
FB：https://www.facebook.com/uneven.npo
Twitter：https://twitter.com/uneven_npo

Mail：uneven.npo@gmail.com

発達障害当事者力 発見・創造・発信 報告
2022年7月28日（木）～8月1日（月）

「被災経験をもつ精神障害当事者・支援者を対象としたインタビュー調査」
実施：国立精神・神経医療研究センター 共同研究：一社）精神障害当事者会ポルケ
当団体は、熊本でのコーディネート・広報等の協力を行いました。

▲インタビュアー記念写真 4日間の日程が進むにつれ、やや疲れが…

10月には、東日本大震災を経
験した福島県で同様の調査を予
定しています。災害の違いや地
域の違い、被災からの経過年数
の違いもありますが、“当事者”
のお話を伺うことで、共通の
エッセンスがみえてくるかもし
れません。

◀29日の会場の大江公民館では、公民館
スタッフの方のご協力で、屋外にも看板
を出させてもらいました。スタッフの方
から「取り組み頑張ってね」とのお声か
けもあり、うれしく感じました。

◀須藤さんのスライ
ドから

日ごろ、ピアコミュ
ニティ運営をしてい
る立場から、要点を
おさえたお話をいた
だきました。

インタビュー調査は、精神障害者の防災を考え提言の形にまとめ
ることを目的に行いました。熊本では、熊本地震や令和2年7月豪
雨等で被災した経験をもつ精神障害当事者と、当時当事者の支援
をしていた経験をもつ方にインタビューを行いました。今回は、
当事者の方10名、支援者の方6名にご協力いただきました。
2名～4名のグループインタビューの形式をとり、ひとりの方のお
話をきっかけに、他の方が関連したお話をされることもありまし
た。
被災当時のことを思い出してつらくなることがあるかもしれない
という説明をさせていただきましたが、今回は、「当時のことを
振り返る良い経験になった」とのご感想をいただくこともでき、
和やかな雰囲気でお話を伺えたと思います。
インタビュアーは、1グループに対してNCNP研究員1名・当事者
1名の2名としました。

研究は2024年度までの3カ年計画で進めていきます。熊本のみなさまにも引
き続きご協力をお願いいたします。



わたしたちの活動は
みなさまのご寄付に支えられています

【お振込先】
ゆうちょ銀行
口座名義：特定非営利活動法人凸凹ライフデザイン

＊ゆうちょ銀行からのお振替の場合
記号番号：（記号）１７１２０ （番号）３２０２２８９１
＊他金融機関からのお振り込みの場合
店番：７１８ 普通預金 口座番号：３２０２２８９

☆賛助会員も募集しています！詳しくはHPをご覧ください。

アンケートにご協力ください

凸凹ライフデザインでは、現在、
①医療とのかかわり
②多様な仕事観
に関するアンケートを行っています。
①②とも、当事者／当事者以外それぞれの立場の
方へお尋ねしています。
下記QRコード、または当団体ホームページにあ
るリンクからご回答ください。Google Formを利
用しています。
アンケート結果は、個人情報を含まない形で、今
年度当団体が作成する冊子等で公表いたします。
（アンケートはまもなく終了予定です）

公益財団法人キリン福祉財団＜キリン・地域
の力応援事業＞として、今年度当団体では発
達障害者と地域の方々との交流を促進する事
業を行っています。その一環として、今回は
「仕事」をテーマに、発達障害当事者の私た
ちが理想とする仕事の環境についてみんなで
考えるワークショップを開催します。
現在行っているウェブアンケート「多様な仕
事観に関するアンケート」とも連動した企画
です。

コロナ禍で、テレワークなどの多様な働き方
に注目が集まっていますが、発達障害当事者
の私たちにとって、それらの新しい働き方は
どのように受け止められているのか、また、
「こういった働き方があれば良いな」と希望
されながら進んでいない分野はあるのかなど、
当事者と地域の方々とで話し合いながら考え
てみようというイベントです。

ワークショップの取り組みの目的から、現地
開催を予定しています。ただし、夏になり感
染拡大が急激に進んでいることもありますの
で、コロナ禍の状況により、急遽変更や中止
にさせていただくこともありますその点ご了
承の上でのお申し込み、ご参加をお願いいた
します。私どもは熊本県、熊本市の方針に
沿って開催の判断を行います。参加されるか
どうかはご自身でのご判断をお願いいたしま
す。

お申し込みは
QRコードから⇒

8月27日（土）「発達障害×はたらく環境 理想共有ワークショップ」を開催します

①医療とのかかわり

②多様な仕事観

精神・発達障害当事者の方 当事者以外の方

精神・発達障害当事者の方 当事者以外の方

ワークショップの様子については、今年度作成の
冊子に個人情報を含まない形で掲載予定にしてお
ります。冊子はHP等で完成後ご案内しますので、
お気軽にお問合せください。

「多様な仕事観」をテーマにした作品（文章、イラスト、写真など）も募集しております。お寄せ
いただいた作品は冊子に掲載いたします。詳細は凸凹ライフデザインホームページをご覧ください。


